






研究目的 

米国における 5 カ所の指導的未熟児施設の共同研究では,網膜症と最も強い相関を示した

のは,体重と,酸素投与期間であったと,Kinsey,Kalinaらは1977年のPediatricsに報告さ

れており,この論文はしばしば引用されている｡しかしこれは動脈血酸素分圧の間歇的測定

の時代における研究であって,経皮酸素分圧測定の現代においても,この結論が妥当である

かどうかは再検討を要すると考えられるので,本研究が企画されたものである｡ 


